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１ 定住自立圏及び圏域を形成する市町の名称 

 

（１）定住自立圏の名称 

玉名圏域定住自立圏 

 

（２）圏域を形成する市町の名称 

玉名市、玉東町、和水町、南関町 
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２ 圏域の概況 

 

（１）玉名圏域の概況 

① 人口 

ア 人口の推移 

圏域の総人口は、1995 年（平成 7 年）の 103,916 人から 2010 年（平成 22

年）には 96,906 人と、15 年間で約 7,000 人減少しています。国全体で人口

が減少していることを考慮すると、今後も人口減少傾向が続くことが予測さ

れ、国立社会保障・人口問題研究所の報告によると、2040 年の推計人口は

69,450 人になるとされています。 

また、圏域の年齢 3 区分別の推計人口は、2010 年から 2040 年までの 30

年間で、「15 歳未満」が－5,114 人、「15 歳以上 65 歳未満」が－20,788 人、

「65 歳以上」が－1,554 人とすべての区分で減少していますが、総人口に占

める「65 歳以上」の割合は、29.5％から 38.9％になるなど、少子高齢化がよ

り一層進展することが予測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図表１　玉名圏域の人口の推移〉

1995年

1995年1995年

1995年

（H7年）

（H7年）（H7年）

（H7年）

2000年

2000年2000年

2000年

（ H1 2年）

（H1 2年）（H1 2年）

（H1 2年）

2005年

2005年2005年

2005年

（H1 7年）

（H1 7年）（H1 7年）

（H1 7年）

2010年

2010年2010年

2010年

（H2 2年）

（H2 2年）（H2 2年）

（H2 2年）

2015年

2015年2015年

2015年

（H2 7年）

（H2 7年）（H2 7年）

（H2 7年）

2020年

2020年2020年

2020年 2025年

2025年2025年

2025年 2030年

2030年2030年

2030年 2035年

2035年2035年

2035年 2040年

2040年2040年

2040年

72,900 73,051 71,851 69,541 66,815 63,933 60,821 57,629 54,411 51,091

0-14歳 11,645 11,356 10,071 9,110 8,189 7,322 6,608 6,065 5,720 5,393

15-64歳 41,348 45,153 43,419 41,067 37,814 34,750 32,285 30,265 28,406 26,366

65歳以上 12,741 16,532 18,319 19,365 20,812 21,861 21,928 21,299 20,285 19,332

6,038 5,781 5,626 5,554 5,347 5,120 4,865 4,604 4,351 4,112

0-14歳 1,007 862 726 719 689 624 559 521 496 471

15-64歳 3,797 3,529 3,319 3,142 2,887 2,677 2,554 2,378 2,250 2,134

65歳以上 1,234 1,390 1,581 1,692 1,771 1,819 1,752 1,705 1,605 1,507

12,902 12,390 11,900 11,247 10,587 9,899 9,217 8,570 7,974 7,382

0-14歳 2,138 1,753 1,402 1,184 1,031 910 796 726 682 631

15-64歳 7,345 6,791 6,430 6,009 5,433 4,835 4,359 3,950 3,657 3,415

65歳以上 3,419 3,846 4,067 4,054 4,123 4,154 4,062 3,894 3,635 3,336

12,076 11,821 11,203 10,564 9,901 9,271 8,624 8,016 7,448 6,865

0-14歳 1,951 1,790 1,477 1,185 961 830 752 689 641 589

15-64歳 7,154 6,681 6,217 5,949 5,454 4,925 4,450 4,067 3,762 3,464

65歳以上 2,971 3,350 3,506 3,430 3,486 3,516 3,422 3,260 3,045 2,812

103,916 103,043 100,580 96,906 92,650 88,223 83,527 78,819 74,184 69,450

0-14歳 16,741 15,761 13,676 12,198 10,870 9,686 8,715 8,001 7,539 7,084

15-64歳 59,644 62,154 59,385 56,167 51,588 47,187 43,648 40,660 38,075 35,379

65歳以上 20,365 25,118 27,473 28,541 30,192 31,350 31,164 30,158 28,570 26,987

―ー 99.2 97.6 96.3 95.6 95.2 94.7 94.4 94.1 93.6

0-14歳 ―ー 94.1 86.8 89.2 89.1 89.1 90.0 91.8 94.2 94.0

15-64歳 ―ー 104.2 95.5 94.6 91.8 91.5 92.5 93.2 93.6 92.9

65歳以上 ―ー 123.3 109.4 103.9 105.8 103.8 99.4 96.8 94.7 94.5

（出典）

　　実績値：総務省 「国勢調査」

　　推計値：国立社会保障・人口問題研究所 「日本の市区町村別将来推計人口」（平成25年3月推計）

増減率

総数（％）

南関町

総数（人）

実績値実績値実績値実績値 推計値推計値推計値推計値

合計

総数（人）

和水町

総数（人）

総数（人）

玉名市

玉東町

総数（人）
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イ 人口動態 

1995 年（平成 7 年）から 2015 年（平成 27 年）にかけての自然増減数（出

生数と死亡数の差）は、1995 年（平成 7 年）の玉名市と玉東町以外、いずれ

も減少し、圏域全体で見ても減少数は増大しています。同様に社会増減数（転

入者数と転出者数の差）についても、2005 年（平成 17 年）の玉東町、2010

年（平成 22 年）の玉東町と南関町以外、いずれも減少しています。 

また、圏域全体の自然増減数と社会増減数との和である人口動態について

は、いずれも減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図表２　玉名圏域の人口動態〉

1995年1995年1995年1995年

（H7年）（H7年）（H7年）（H7年）

2000年2000年2000年2000年

（H1 2年）（H1 2年）（H1 2年）（H1 2年）

2005年2005年2005年2005年

（H1 7年）（H1 7年）（H1 7年）（H1 7年）

2010年2010年2010年2010年

（ H2 2年）（H2 2年）（H2 2年）（H2 2年）

2015年2015年2015年2015年

（H2 7年）（H2 7年）（H2 7年）（H2 7年）

▲ 82 ▲ 131 ▲ 354 ▲ 212 ▲ 250

転入者数 2,830 2,807 2,536 1,786 1,977

転出者数 2,912 2,938 2,890 1,998 2,227

21 ▲ 24 ▲ 210 ▲ 248 ▲ 327

出生数 719 635 559 542 545

死亡数 698 659 769 790 872

▲ 19 ▲ 1 9 55 ▲ 21

転入者数 202 176 178 191 157

転出者数 221 177 169 136 178

0 ▲ 39 ▲ 28 ▲ 35 ▲ 42

出生数 49 26 39 39 37

死亡数 49 65 67 74 79

▲ 36 ▲ 18 ▲ 77 ▲ 45 ▲ 65

転入者数 393 386 303 281 271

転出者数 429 404 380 326 336

▲ 47 ▲ 95 ▲ 109 ▲ 97 ▲ 113

出生数 99 61 70 65 65

死亡数 146 156 179 162 178

▲ 5 ▲ 26 ▲ 71 34 ▲ 49

転入者数 414 443 325 351 311

転出者数 419 469 396 317 360

▲ 37 ▲ 57 ▲ 79 ▲ 84 ▲ 70

出生数 100 94 80 65 78

死亡数 137 151 159 149 148

▲ 142 ▲ 176 ▲ 493 ▲ 168 ▲ 385

転入者数 3,839 3,812 3,342 2,609 2,716

転出者数 3,981 3,988 3,835 2,777 3,101

▲ 63 ▲ 215 ▲ 426 ▲ 464 ▲ 552

出生数 967 816 748 711 725

死亡数 1,030 1,031 1,174 1,175 1,277

▲ 205 ▲ 391 ▲ 919 ▲ 632 ▲ 937

　　出　典：熊本県 「熊本県推計人口調査」

南関町

社会増減（人）

自然増減（人）

社会増減（人）

自然増減（人）合計

人口動態

和水町
自然増減（人）

社会増減（人）

社会増減（人）

自然増減（人）
玉名市

玉東町

社会増減（人）

自然増減（人）
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ウ 世帯数 

世帯数の経年変化をみると、玉名圏域全体では 1995 年（平成 7 年）から

2010 年（平成 22 年）までの 15 年間で約 3,000 世帯が増加しています。一方

で、同期間の世帯人員は、減少傾向が続いていることから、核家族化が進行

していることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 産業 

ア 就業人口 

2010 年（平成 22 年）国勢調査の就業人口は、圏域全体で約 4.5 万人とな

っています。 

その構成比は、県全体と比較すると第 1次産業と第 2次産業の割合が高く、

第 3 次産業の割合が低くなっています。特に、工業団地を有する南関町にお

いて第 2 次産業の割合が他の市町よりも高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図表３　玉名圏域の世帯数と１世帯当たりの人員の推移〉

1995年1995年1995年1995年

（H7年）（H7年）（H7年）（H7年）

2000年2000年2000年2000年

（H12年）（H12年）（H12年）（H12年）

2005年2005年2005年2005年

（H1 7年）（H1 7年）（H1 7年）（H1 7年）

2010年2010年2010年2010年

（H22年）（H22年）（H22年）（H22年）

1995年1995年1995年1995年

（H7年）（H7年）（H7年）（H7年）

2000年2000年2000年2000年

（H12年）（H12年）（H12年）（H12年）

2005年2005年2005年2005年

（H17年）（H17年）（H17年）（H17年）

2010年2010年2010年2010年

（H2 2年）（H2 2年）（H2 2年）（H2 2年）

玉名市 21,459 23,089 23,721 24,344 3.40 3.16 3.02 2.85

玉東町 1,730 1,750 1,778 1,825 3.49 3.30 3.16 3.04

和水町 3,681 3,680 3,687 3,624 3.51 3.37 3.23 3.10

南関町 3,557 3,651 3,645 3,681 3.39 3.24 3.07 2.87

圏域 計 30,427 32,170 32,831 33,474 3.42 3.20 3.06 2.89

　　出　典：総務省 「国勢調査」

　　単　位：世帯数＝世帯、１世帯当たりの人員＝人

１世帯当たりの人員１世帯当たりの人員１世帯当たりの人員１世帯当たりの人員世帯数世帯数世帯数世帯数

〈図表４　玉名圏域の産業別就業人口〉

合計合計合計合計 第１次産業第１次産業第１次産業第１次産業 第２次産業第２次産業第２次産業第２次産業 第３次産業第３次産業第３次産業第３次産業 第1次産業第1次産業第1次産業第1次産業 第２次産業第２次産業第２次産業第２次産業 第３次産業第３次産業第３次産業第３次産業

玉名市 31,964 5,426 8,310 17,883 17.2 26.3 56.6

玉東町 2,711 653 630 1,428 24.1 23.2 52.7

和水町 5,333 1,165 1,395 2,731 22.0 26.4 51.6

南関町 5,055 858 1,649 2,520 17.1 32.8 50.1

圏域 計 45,063 8,102 11,984 24,562 18.1 26.8 55.0

熊本県 834,244 85,007 171,899 555,227 10.5 21.2 68.4

　　出　典：総務省 「平成22年国勢調査」

　　　就業人口　　　就業人口　　　就業人口　　　就業人口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）

　　　構成比　　　構成比　　　構成比　　　構成比

　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
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イ 産業構造 

圏域内総生産の県内シェアは、4.7％であり、産業別では、第 1 次産業のシ

ェアが相対的に特に高くなっています。 

圏域市町における産業構造は、県全体と比較して第 1 次産業の占める割合

が高いことが特徴ですが、南関町では第 2 次産業の割合が高い一方で、第 1

次産業及び第 3 次産業の構成比が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 製造業 

圏域には、インターチェンジが近い交通の利便性もあって、規模の大きな

従業者数 300 人以上の事業所 3 件を含め 130 件が立地しています。 

なかでも、工業団地を有する南関町において、事業所数、従業者数、製造

品出荷額が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<図表６　玉名圏域の製造業の状況>

30人～299人30人～299人30人～299人30人～299人 300人以上300人以上300人以上300人以上 （人）（人）（人）（人） （万円）（万円）（万円）（万円）

玉名市 68 18 2 2,616 4,769,955

玉東町 6 1 - 193 270,010

和水町 21 7 1 1,204 2,714,511

南関町 35 13 - 2,036 5,562,972

圏域 計 130 39 3 6,049 13,317,448

熊本県 2,119 459 45 89,637 247,403,545

県内シェア（％） 6.1 8.5 6.7 6.7 5.4

　　出　典：経済産業省 「平成26年工業統計調査」

製造品出荷額等製造品出荷額等製造品出荷額等製造品出荷額等
　事業所数　事業所数　事業所数　事業所数

従業者数従業者数従業者数従業者数

計計計計

　内従業者　内従業者　内従業者　内従業者

〈図表５　玉名圏域の産業別総生産〉

合計合計合計合計 第１次産業第１次産業第１次産業第１次産業 第２次産業第２次産業第２次産業第２次産業 第３次産業第３次産業第３次産業第３次産業 第1次産業第1次産業第1次産業第1次産業 第２次産業第２次産業第２次産業第２次産業 第３次産業第３次産業第３次産業第３次産業

玉名市 179,259 15,693 37,285 124,957 8.8 21.0 70.2

玉東町 12,144 1,219 3,360 7,476 10.1 27.9 62.0

和水町 32,019 2,717 12,012 17,054 8.5 37.8 53.7

南関町 40,787 1,397 23,636 15,452 3.5 58.4 38.2

圏域 計 264,209 21,026 76,293 164,939 8.0 29.1 62.9

熊本県 5,645,323 189,382 1,285,738 4,128,506 3.4 22.9 73.7

県内シェア（％） 4.7 11.1 5.9 4.0

　　出　典：熊本県 「平成24年度市町村民所得推計報告書」

　　　注　：産業別の金額は、関税等加除前の額であるため、その合計額は総額とは一致しない。

　　　総生産額　　　総生産額　　　総生産額　　　総生産額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円）

　　　構成比　　　構成比　　　構成比　　　構成比

　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
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エ 農業 

本圏域における農家数は、県全体と比較すると、玉名市で専業農家の占め

る割合が高く、玉東町、和水町及び南関町では兼業農家の占める割合が高い

傾向となっています。（図表 7） 

また、農家数が減少する中で、経営規模が 5 ヘクタール以上の農家は増加

するなど、経営の大規模化が進んでいます。（図表 8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<図表７　玉名圏域の販売農家数>
（単位：戸）

（割合）（割合）（割合）（割合）
第 １ 種第 １ 種第 １ 種第 １ 種

兼業農家兼業農家兼業農家兼業農家

第 ２ 種第 ２ 種第 ２ 種第 ２ 種

兼業農家兼業農家兼業農家兼業農家

玉名市 2,555 1,207 47.2% 1,348 398 950

玉東町 315 123 39.0% 192 67 125

和水町 826 297 36.0% 529 109 420

南関町 664 217 32.7% 447 61 386

圏域 計 4,360 1,844 42.3% 2,516 635 1,881

熊本県 40,103 16,927 42.2% 23,176 6,277 16,899

県内シェア（％） 10.9 10.9 10.9 10.1 11.1

　　出　典：農林水産省　「2015年農林業センサス」

販売農家数販売農家数販売農家数販売農家数 専業農家専業農家専業農家専業農家 兼業農家兼業農家兼業農家兼業農家

<図表８　玉名圏域の経営耕地規模別農家数の状況>

うち10ha以上うち10ha以上うち10ha以上うち10ha以上

H22（2010） 2,959 467 991 855 313 239 94 33

H27（2015） 2,555 404 746 780 286 216 123 36

増減 -404 -63 -245 -75 -27 -23 29 3

H22（2010） 344 36 88 101 60 46 13 2

H27（2015） 315 48 70 93 51 39 14 2

増減 -29 12 -18 -8 -9 -7 1 0

H22（2010） 998 169 417 285 64 38 25 4

H27（2015） 826 161 309 222 67 41 26 5

増減 -172 -8 -108 -63 3 3 1 1

H22（2010） 823 152 370 225 59 12 5 0

H27（2015） 664 127 276 203 34 19 5 1

増減 -159 -25 -94 -22 -25 7 0 1

H22（2010） 5,124 824 1,866 1,466 496 335 137 39

H27（2015） 4,360 740 1,401 1,298 438 315 168 44

増減 -764 -84 -465 -168 -58 -20 31 5

H22（2010） 46,480 7,394 14,138 13,785 5,690 3,635 1,838 298

H27（2015） 40,103 6,230 11,420 11,770 5,178 3,464 2,041 379

増減 -6,377 -1,164 -2,718 -2,015 -512 -171 203 81

　　出　典：農林水産省　「2010年農林業センサス」、「2015年農林業センサス」

玉名市

（単位：戸）

販売農家数販売農家数販売農家数販売農家数
0.5ha 未満0 .5ha 未満0 .5ha 未満0 .5ha 未満

0 .5ha 以上0 .5ha 以上0 .5ha 以上0 .5ha 以上

1 .0ha 未満1 .0ha 未満1 .0ha 未満1 .0ha 未満

1 .0ha 以上1 .0ha 以上1 .0ha 以上1 .0ha 以上

2 .0ha 未満2 .0ha 未満2 .0ha 未満2 .0ha 未満

2 .0ha 以上2 .0ha 以上2 .0ha 以上2 .0ha 以上

3 .0ha 未満3 .0ha 未満3 .0ha 未満3 .0ha 未満

3 .0ha 以上3 .0ha 以上3 .0ha 以上3 .0ha 以上

5 .0ha 未満5 .0ha 未満5 .0ha 未満5 .0ha 未満
5 .0ha 以上5 .0ha 以上5 .0ha 以上5 .0ha 以上

調査年調査年調査年調査年

玉東町

和水町

南関町

圏域　計

熊本県
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オ 商業 

2007 年（平成 17 年）と 2014 年（平成 26 年）を比較すると、圏域の卸売

業は、事業所数・従業者数が 20％前後も減少し、販売額も 3.8％減少してい

ます。また、圏域の小売業は、事業所数・従業者数が 30％前後、販売額も 20％

超と大きく減少する一方で、売場面積は 5.5％の減少と小さいことから、個人

商店等の規模が小さな店舗の減少が進んでることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<図表９　玉名圏域の卸売業・小売業の状況>

事業所数事業所数事業所数事業所数 従業者数従業者数従業者数従業者数

年間商品年間商品年間商品年間商品

販売額販売額販売額販売額 事業所数事業所数事業所数事業所数 従業者数従業者数従業者数従業者数

年間商品年間商品年間商品年間商品

販売額販売額販売額販売額 売場面積売場面積売場面積売場面積

（人）

（人）（人）

（人） （百万円）

（百万円）（百万円）

（百万円） （人）

（人）（人）

（人） （百万円）

（百万円）（百万円）

（百万円） （㎡）

（㎡）（㎡）

（㎡）

H19（2007） 131 747 31,920 698 3,918 57,914 81,956

H26（2014） 94 528 26,428 491 2,803 47,410 84,445

-37 -219 -5,492 -207 -1,115 -10,504 2,489

-28.2% -29.3% -17.2% -29.7% -28.5% -18.1% 3.0%

H19（2007） 9 45 745 58 277 4,063 5,299

H26（2014） 7 35 1,189 27 118 1,104 801

-2 -10 444 -31 -159 -2,959 -4,498

-22.2% -22.2% 59.6% -53.4% -57.4% -72.8% -84.9%

H19（2007） 11 57 1,092 120 515 5,920 7,939

H26（2014） 21 103 2,848 73 298 3,047 4,725

10 46 1,756 -47 -217 -2,873 -3,214

90.9% 80.7% 160.8% -39.2% -42.1% -48.5% -40.5%

H19（2007） 14 61 827 135 624 5,700 10,194

H26（2014） 14 39 2,806 99 520 5,890 9,610

0 -22 1,979 -36 -104 190 -584

0.0% -36.1% 239.3% -26.7% -16.7% 3.3% -5.7%

H19（2007） 165 910 34,584 1,011 5,334 73,597 105,388

H26（2014） 136 705 33,271 690 3,739 57,451 99,581

-29 -205 -1,313 -321 -1,595 -16,146 -5,807

-17.6% -22.5% -3.8% -31.8% -29.9% -21.9% -5.5%

H19（2007） 4,170 36,478 2,197,646 18,806 113,657 1,752,693 2,354,766

H26（2014） 3,509 28,221 2,052,434 12,908 84,868 1,617,477 2,232,824

-661 -8,257 -145,212 -5,898 -28,789 -135,216 -121,942

-15.9% -22.6% -6.6% -31.4% -25.3% -7.7% -5.2%

H19（2007） 4.0% 2.5% 1.6% 5.4% 4.7% 4.2% 4.5%

H26（2014） 3.9% 2.5% 1.6% 5.3% 4.4% 3.6% 4.5%

　　出　典：経済産業省　「平成19年、平成26年商業統計」

熊本県

卸 売 業卸 売 業卸 売 業卸 売 業 小 売 業小 売 業小 売 業小 売 業

県内シェア

調 査 年調 査 年調 査 年調 査 年

玉名市

増減

増減

増減

増減

増減

増減

南関町

和水町

玉東町

圏域　計
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カ 観光 

平成 27 年（2015 年）の観光客数の状況は、県全体で日帰り客・宿泊客と

も前年比で増加していますが、圏域においては、宿泊客は増加しているもの

の、日帰り客は小幅ながら減少しています。 

ただ、圏域では、和水町にビジネスホテルが開業したほか、玉名市や南関

町においても外国人宿泊客によるインバウンド需要の伸びが大きかったこと

などにより、県全体よりも宿泊客の増加率が大きくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<図表１０　玉名圏域の観光客数の状況>

うち外国人うち外国人うち外国人うち外国人

H26（2014） 1,634,565 733,469 2,368,034 26,948 73,794 100,742 1,031

H27（2015） 1,462,121 733,315 2,195,436 31,693 75,388 107,081 2,247

対前年比 89.5% 100.0% 92.7% 117.6% 102.2% 106.3% 217.9%

H26（2014） 94,777 4,974 99,751 0 0 0 0

H27（2015） 97,375 4,962 102,337 0 0 0 0

対前年比 102.7% 99.8% 102.6%

H26（2014） 242,564 371,184 613,748 154 65 219 0

H27（2015） 237,987 381,745 619,732 2,148 4,016 6,164 11

対前年比 98.1% 102.8% 101.0% 1394.8% 6178.5% 2814.6%

H26（2014） 387,519 673,721 1,061,240 4,771 96,997 101,768 29,480

H27（2015） 435,173 645,489 1,080,662 3,975 114,186 118,161 50,433

対前年比 112.3% 95.8% 101.8% 83.3% 117.7% 116.1% 171.1%

H26（2014） 2,359,425 1,783,348 4,142,773 31,873 170,856 202,729 30,511

H27（2015） 2,232,656 1,765,511 3,998,167 37,816 193,590 231,406 52,691

対前年比 94.6% 99.0% 96.5% 118.6% 113.3% 114.1% 172.7%

H26（2014） 31,153,194 20,911,635 52,064,829 1,073,058 5,851,179 6,924,237 483,891

H27（2015） 31,572,549 20,948,882 52,521,431 1,087,499 6,114,715 7,202,214 643,831

対前年比 101.3% 100.2% 100.9% 101.3% 104.5% 104.0% 133.1%

H26（2014） 7.6% 8.5% 8.0% 3.0% 2.9% 2.9% 6.3%

H27（2015） 7.1% 8.4% 7.6% 3.5% 3.2% 3.2% 8.2%

玉名市

玉東町

県内県内県内県内 県外県外県外県外 総数総数総数総数

（単位：人）

調査年調査年調査年調査年

（1～12月）（1～12月）（1～12月）（1～12月）

日帰り客日帰り客日帰り客日帰り客 宿泊客宿泊客宿泊客宿泊客

県内県内県内県内 県外県外県外県外 総数総数総数総数

和水町

南関町

圏域　計

熊本県

県内シェア



 

③ 

域内の他市町へ通勤・通学している

況を見ると

は

多くなっています。一方、玉名市から

は和水町へ通勤・通学する人数が最も

多く、次いで南関町、玉東町の順とな

っています。

いても

～

す。

 

 

 

   

 通勤通学状況

圏域の各市町に常住する

域内の他市町へ通勤・通学している

況を見ると

は玉名市へ通勤・通学する人数が最も

多くなっています。一方、玉名市から

は和水町へ通勤・通学する人数が最も

多く、次いで南関町、玉東町の順とな

っています。

また、和水町と南関町との相互にお

いても、通勤

～300 人前後あり、比較的多い状況で

す。 

 

 

 

  

通勤通学状況 

各市町に常住する

域内の他市町へ通勤・通学している

況を見ると、玉東町、和水町、南関町

へ通勤・通学する人数が最も

多くなっています。一方、玉名市から

は和水町へ通勤・通学する人数が最も

多く、次いで南関町、玉東町の順とな

っています。 

和水町と南関町との相互にお

通勤・通学する人数が

人前後あり、比較的多い状況で

  
出典

各市町に常住する住民

域内の他市町へ通勤・通学している

、和水町、南関町

へ通勤・通学する人数が最も

多くなっています。一方、玉名市から

は和水町へ通勤・通学する人数が最も

多く、次いで南関町、玉東町の順とな

和水町と南関町との相互にお

する人数が

人前後あり、比較的多い状況で

 
出典：総務省 

10101010    

住民が圏

域内の他市町へ通勤・通学している状

、和水町、南関町

へ通勤・通学する人数が最も

多くなっています。一方、玉名市から

は和水町へ通勤・通学する人数が最も

多く、次いで南関町、玉東町の順とな

和水町と南関町との相互にお

する人数が 250

人前後あり、比較的多い状況で

 「平成 22 年国勢調査年国勢調査」 

〈図表 11  通勤・通学のの状況〉 



11111111    

 

（２）構成市町の概況 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■概要概要概要概要                                                                                 
 本市は県北地域の拠点都市であり、熊本都市圏と福岡都市

圏の間に位置し、有明海、菊池川、小岱山及び金峰山系の山々

など、豊かな自然による農水産物が盛んな地域へ発展してき

ました。 

1,300 余年の歴史と優秀な泉質を誇る玉名温泉や、夏目漱

石ゆかりの小天温泉をはじめ、装飾古墳など歴史文化の観光

資源を有し、山鹿、菊池との連携による広域観光エリアの拠

点としての発展も期待されます。 

市には、九州新幹線新玉名駅のほかＪＲ鹿児島本線に玉名

駅をはじめ 3 つの駅があります。さらに、九州自動車道や有

明フェリーが近隣に有するなど広域交通の便にも恵まれてい

ます。 

 

■目指すまちづくり目指すまちづくり目指すまちづくり目指すまちづくり                                                                             
～人と自然が～人と自然が～人と自然が～人と自然が輝輝輝輝きききき    やさしさと笑顔やさしさと笑顔やさしさと笑顔やさしさと笑顔ににににあふれるまちあふれるまちあふれるまちあふれるまち    玉名～玉名～玉名～玉名～                 
市民はもちろんのこと、市を訪れる全ての人々が、この地

の豊かな自然を舞台にして輝くまち。 

子どもから若者、お年寄りまでいろいろな世代の人が、心

やさしく元気で安心して暮らせるまち、助け合いながら住み

続けられるまち、訪れる人をあたたかくお迎えするまち。 

本市は、「人」と「自然」を大事にして、ここに暮らす人、

働く人、訪れる人が幸せになるまちづくりを目指します。 

 
 

 

HP http://www.city.tamana.lg.jp/ 

 

◇ 主要施策 

・自治基本条例に基づく協働のまちづ

くりの推進 

・玉名地域医療体制づくりの推進 

・企業誘致の積極的な推進 

・市民サッカー場の新設 

・市民会館の建替え 

・「玉名学」の推進 

・新玉名駅周辺整備の推進 

・拠点地域形成に向けた定住の促進 

・岱明玉名線の全線開通 

 

 

○人口 67,611人 

（平成 28年 4月末 住民基本台帳） 

○世帯数 26,985世帯 

（平成 28年 4月末 住民基本台帳） 

○面積 152.56㎞２（H26.10） 

○高齢化率 31.4％（H28.4） 

○市の花 肥後花しょうぶ 

○市の木 小岱松 

○市の鳥 しらさぎ 

○主な名所 

 玉名温泉、草枕温泉てんすい、高瀬裏川

水際緑地、前田家別邸、草枕交流館、蓮

華院誕生寺奥之院、史跡「名刀同田貫跡」 

蛇ヶ谷公園、石貫ナギノ横穴群、大坊古

墳、市立歴史博物館、髙瀬蔵、鍋松原海

水浴場 

○主な特産品 

 いちご、みかん、トマト、有明海苔、ア

サリ、高瀬しぼり、高瀬飴、松の雪 

○沿革 

 平成 17年 10月 3日に玉名市、岱明町、

横島町、天水町の 1 市 3 町が合併、市制

施行 

主要データ 

たまなし  

玉名市玉名市玉名市玉名市    

高瀬裏川水際緑地 

草枕温泉てんすい 
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■概要概要概要概要                                                                                 
 荒尾・玉名地域の東南に位置し、熊本市・玉名市と隣接し町

中心部を九州新幹線やＪＲ鹿児島本線、国道 208 号が平行し

て東西に走っています。 

木葉駅を中心とした北側を町のシンボル事業と位置付け、

商業・文化交流施設や広場などの整備し、地理的な条件と交

通の利便性を生かした定住促進住宅用地の整備・分譲を進め

つつ、子育て支援や高齢者の生きがいづくり、住民の健康増

進などに力を入れ、暮らしやすいまちづくりを進めています。 

町の基幹産業である農業においては、温暖な気候に加え肥

沃な土壌という恵まれた環境が、みかんをはじめ数多くの農

産物を産出、なかでもスモモの一種であるハニーローザは生

産量日本一を誇り、加工品のアイスクリームは高い評価を受

けています。 

また、町内には近代日本の幕開けとなった西南戦争遺跡群

（7 ヶ所）が点在し、平成 25 年 3 月に国史跡に指定され、高

い関心を集めています。 

 

■目指すまちづくり目指すまちづくり目指すまちづくり目指すまちづくり                                                                                 
～町民一人ひとりが誇りと愛着を持てるまちづくり～～町民一人ひとりが誇りと愛着を持てるまちづくり～～町民一人ひとりが誇りと愛着を持てるまちづくり～～町民一人ひとりが誇りと愛着を持てるまちづくり～ 
①個性が光る賑わいのまちづくり（木葉駅周辺開発等）、②

暮らしと安全を守るまちづくり（防災・防犯の強化）、③“健

康”長寿のまちづくり（健康・福祉施策の充実）、④子育てし

やすい町づくり（子育て支援・教育の強化）、⑤働く喜びを実

感できるまちづくり（農商工の連携と振興）、この５つを柱と

し、町民一人ひとりがこの町に誇りと愛着を持てるまちづく

りを進めています。 

 

 

玉東町玉東町玉東町玉東町    
ぎょくとうまち  

子育て世代に人気のオレンジタウンの街並み 

日本一の栽培面積を誇るハニーローザ ハニーローザアイスクリーム 
（22 年度熊本県優良新商品表彰事業金賞） 

 

 

○人 口 5,454 人 

（平成 28 年 4 月末 住民基本台帳） 

○世帯数 1,990 世帯 

（平成 28 年 4 月末 住民基本台帳） 

○面積 24.33 ㎞２ 

○高齢化率 33.4％（H28.4） 

○町の花 みかんの花 

○町の木 いちょう 

○町の鳥 うぐいす 

○主な名所 吉次峠、半高山、横平山、

高月・宇蘇浦官軍墓地、年の神公園、

ふれあいの丘交流センター 

○主な特産品 みかん、なし、すいか、  

ハニーローザ（スモモ）、木葉猿 

○沿革 昭和 30年 3月 1日に木葉村と

山北村が合併。昭和 42 年 4 月 1 日に

町制施行 

主要データ 

 
HP 
http://www.town.gyokuto.kumamoto.jp/ 

 

◇ 主要施策 

・木葉駅前（北側）及び周辺開発 

・吉次峠・半高山カントリーパーク整

備事業 

・各種子育て支援事業 

・教育環境の充実 

・地区サロン等介護予防事業の推進 

・農業後継者の育成 

・ハニーローザ高品質化の促進 

・県道部田見木葉線改良事業（道路拡

幅、歩道の新設）の推進 
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■概要概要概要概要                                                                                 
 熊本県の北西部、九州の中心部に位置し、菊池川と緑の山々

に囲まれ、のどかな農村が広がる自然豊かな町です。九州縦貫

自動車道菊水ＩＣを有し、九州新幹線新玉名駅からも程近く、

福岡・熊本都市圏、更には関西都市圏等への交通アクセスに大

変恵まれています。 

産業面では、物流の優位性を活かした精密機械や電装部品の

製造、九州屈指の泉質を誇る三加和温泉、豊かな自然の下で生

産される多くの農産物など、多彩な産業が営まれており、更に

は、江田船山古墳、田中城跡、豊前街道腹切坂を代表とする、

数多くの文化財や歴史資源にも恵まれています。これらを礎と

し、熊本県北の玄関口として、今後も更なる発展を目指します。 

 

■ 目指すまちづくり目指すまちづくり目指すまちづくり目指すまちづくり                                                                     

    ～～～～希望希望希望希望
ゆ め

あふれ、人と地域が輝くまち～あふれ、人と地域が輝くまち～あふれ、人と地域が輝くまち～あふれ、人と地域が輝くまち～ 
豊かな自然と先人たちが築いてきた歴史を舞台に、多彩な光

を放ち、夢と希望が広がるまちづくりを推進します。 

●心豊かな人が育つまちづくり 

郷土に誇りを持ち、地域を支える人材や組織が育つまちづ

くり。 

●共生と優しさのまちづくり 

自然と共生し、歴史や文化が継承され、人と環境に優し

いまちづくり。 

●活力あるまちづくり 

個性と魅力を発進して、人・物・情報の交流が活発に行

われ、飛躍するまちづくり。 

 

 

 

HP http://www.town.nagomi.lg.jp/ 

  

 

◇ 主要施策 

・企業誘致による地場産業の育成 

・農業の 6 次産業化による雇用の創出 

・子育て支援の充実 

高校生まで医療費の無料化 

出生祝金支給等 

各種予防接種の助成 

多子世帯子育て支援 等 

・移住・定住対策の推進 

空き家バンク制度 

新婚さん定住促進奨励金 

新築住宅の固定資産減免制度 等 

・新規就農者対策支援 

 

 
 

 

○人口 10,630人 

（平成 28年 4月末 住民基本台帳） 

○世帯数 3,890世帯 

（平成 28年 4月末 住民基本台帳） 

○面積 98.78㎞２（H27） 

○高齢化率 38,2％（H28．4） 

○主な名所 江田船山古墳公園（肥後民家

村）、田中城跡、豊前街道腹切坂、トンカ

ラリン、体にまつわる 8 つの神様、三加

和温泉、菊水ロマン館、緑彩館 

○主な特産品 米、ナス、たけのこ、スイ

カ、いちご、ぶどう、みかん、栗、肉用

牛、焼酎、日本酒 

○沿革 平成 18年 3月 1日に菊水町と三加

和町が合併 

主要データ 

和水町和水町和水町和水町    
なごみまち  

国指定史跡「江田船山古墳」（江田船山古墳公園） 

国指定史跡「田中城跡」 
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■概要概要概要概要                                                                                 
 熊本県の北西に位置した、山々に囲まれた緑豊かな町です。

昔は関所、今は九州縦貫自動車道の南関インターチェンジを有

し、古くから交通の要衝として発展してきました。 

江戸時代、藩主が参勤交代の際に、宿泊・休憩の場として利

用された「豊前街道南関御茶屋跡」は、平成 15 年 8月 27日

に国の史跡に指定されました。 

基幹産業は農業ですが、九州縦貫自動車道南関インターチェ

ンジなどアクセスの良さから近年、企業の進出も進んでいます。

また、天然温泉「南の関うから館」や世代間交流を目的とする

「交流センター」は町民の憩いの場としてにぎわっています。 

 

■目指すまちづくり目指すまちづくり目指すまちづくり目指すまちづくり                                                                             

～～～～緑豊かな大地に懐かしい緑豊かな大地に懐かしい緑豊かな大地に懐かしい緑豊かな大地に懐かしい故郷故郷故郷故郷
ふるさと

がある。がある。がある。がある。    

あなたの夢が叶う町なんかんあなたの夢が叶う町なんかんあなたの夢が叶う町なんかんあなたの夢が叶う町なんかん～～～～    

    歴史と伝統ある文化を継承し、きれいな空気や水に恵まれ、

安全安心な食品が育まれる自然環境を生かし、生活のなかにや

すらぎと潤いのあるまちを目指します。 

 高速道路のインターチェンジを有し、九州新幹線の駅が近隣

に立地するなど恵まれた条件を生かし、産業・経済活動の発展

するまちを目指します。 

 豊かな自然の中に利便性を併せ持ち、住民とともに暮らしや

すいまちづくりに努め、永く住んでいる人も、新しく住む人も、

ずっと住み続けたくなるまちを目指します。 
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◇ 主要施策 

・定住促進 

・福祉・保健の充実 

・農林業の振興 

・企業誘致・支援 

・交通・情報通信基盤の整備 

・教育・文化の充実 

 
 

○人口 10,195人 

（平成 28年 4月末住民基本台帳） 

○世帯数 4,161世帯 

（平成 28年 4月末住民基本台帳） 

○面積 68.92㎞２（H26.10） 

○高齢化率 36.1％（H28.4） 

○町の花 つつじ 

○町の木 樫 

○主な名所 南関御茶屋跡、大津山公園、

古小代の里公園、官軍本営跡（正勝寺）、

ホタルの里公園、旧石井邸（北原白秋生

家） 

○主な特産品 南関そうめん、南関あげ、

小代焼、タケノコ、竹箸、黒棒 

○沿革 昭和 30年 4月 1日に南関町、賢木

村、大原村、坂下村、米富村の 5 カ町村

が合併、町制施行。昭和 31年 1月 1日に

旧米富村内三ツ川地区が玉名市に編入 

主要データ 

南関町南関町南関町南関町    
なんかんまち  

豊前街道南関御茶屋跡 

大津山公園の冠木門 
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（３）都市機能の集積状況 

① 行政 

玉名市には国や県の機関が集積しており、その多くが圏域のみならず荒尾玉

名地域を管轄としています。 

〈図表１２ 国や県の関係機関の集積状況〉 

国の機関 玉名市 ・熊本地方裁判所玉名支部 

・熊本家庭裁判所玉名支部 

・玉名簡易裁判所 

・熊本地方法務局玉名支局 

・熊本地方検察庁玉名支部 

・熊本国税局玉名税務署 

・熊本労働局玉名労働基準監督署 

・熊本労働局玉名公共職業安定所（ハローワーク玉名） 

・日本年金機構玉名年金事務所 

・九州地方整備局菊池川河川事務所玉名出張所 

・九州農政局玉名横島海岸保全事務所 

・独立行政法人家畜改良センター熊本牧場 

県の機関 玉名市 ・熊本県県北広域本部玉名地域振興局 

・熊本県有明保健所 

・熊本県玉名福祉事務所 

・熊本県玉名教育事務所 

・玉名警察署 

 

 

② 医療 

玉名市は、第二次救急医療機関の公立玉名中央病院、玉名郡市医師会立玉名

地域保健医療センターをはじめ、病院、診療所など医療機関の基盤が最も整っ

ており、和水町にも、第二次救急医療機関の和水町立病院など重要な役割を果

たしている医療機関があります。玉東町及び南関町は、診療所を中心に医療が

行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

〈図表１３　病院及び診療所の集積状況〉

一般 療養 精神 結核 感染症 有床 無床

玉名市 5 1,024 402 243 379 0 0 66 14 42 220 33

玉東町 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 0 3

和水町 1 91 49 42 0 0 0 6 0 6 0 5

南関町 0 0 0 0 0 0 0 4 1 3 12 5

圏域 計 6 1,115 451 285 379 0 0 78 15 53 232 46

　　出　展：菊池保健所調べ（2016年12月13日現在）

病床数

（床）

歯科診療

所数

（施設）

病　　　　院 一般診療所

施設数

（施設）

　　施設数（施設）　　病床数（床）

総数総数
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③ 福祉 

高齢者福祉、児童福祉施設、障がい者福祉施設ともに、玉名市を中心に 3 町

にも一定の事業所が存在し、サービス供給の基盤が整えられている状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図表１４　福祉施設の状況〉

施設数 定員 施設数 定員 施設数 定員 施設数 定員 施設数 定員

養護老人ホーム
1 50 ‐ － ‐ － 1 50 2 100

特別養護老人ホーム
5 330 1 60 2 160 1 30 9 580

老人福祉センター
1 － ‐ － 1 － ‐ － 2 ー

地域包括支援センター
1 － 1 － 1 － 1 － 4 ー

老人憩いの家
1 － ‐ － ‐ － ‐ － 1 ー

介護老人保健施設
5 348 ‐ － 1 78 ‐ － 6 426

認知症対応型共同生活介護事業所（グ

ループホーム） 9 117 1 9 2 27 3 45 15 198

保育所
20 1,415 2 180 4 285 1 250 27 2,130

児童館・児童センター
3 － ‐ － ‐ － ‐ － 3 －

障害児相談支援
3 － ‐ － 1 － ‐ － 4 －

障害児通所支援事業
2 30 ‐ － 1 10 1 10 4 50

居宅介護
12 － 1 － 1 － 1 － 15 ー

重度訪問介護　
※ 居宅介護と重複 12 － 1 － 1 － 1 － 15 －

行動援護
1 － ‐ － ‐ － ‐ － 1 －

同行援護
3 － ‐ － ‐ － ‐ － 3 －

短期入所
3 － ‐ － 1 － 2 － 6 －

生活介護
3 65 1 6 1 20 1 6 6 97

グループホーム
3 31 ‐ － ‐ － ‐ － 3 31

グループホーム・ケアホーム一体型
13 74 ‐ － 7 38 3 19 23 131

自立訓練（生活訓練）
2 20 ‐ － 1 6 1 10 4 36

就労移行支援（一般型）
5 36 ‐ － ‐ － 1 12 6 48

就労継続支援（Ａ型）
4 59 ‐ － ‐ － 1 15 5 74

就労継続支援（Ｂ型）
5 102 1 14 3 44 1 15 10 175

指定障害者支援施設
2 165 ‐ － 1 60 1 50 4 275

一般相談支援
3 － ‐ － ‐ － ‐ － 3 －

特定相談支援
4 － ‐ － 2 － ‐ － 6 －

地域活動支援センター 3 － ‐ － ‐ － ‐ － 3 －

　　出　展：玉名地域振興局管内概要2015（2015年3月現在）

児童福祉施設
等

障がい者福祉
サービス事業
所　等

圏域　計玉名市 玉東町 和水町 南関町
区　　分

老人福祉介護
保険施設　等
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④ 教育 

圏域は、教育機関が比較的充実した地域であり、近年の傾向は、少子化傾向

が続くことから小学校の統廃合が進んでいるほか、県立玉名高校附属中学校が

平成 23 年度に開校し、県立南関高校が平成 29 年 3月の卒業生を最後に閉校す

ることになっています。 

また、玉名市に集積する高等教育機関は、県立 3校、私立 2校の 5校の高校

のほか、教育社会福祉関係の専修学校 1 校、看護・社会福祉・リハビリテーシ

ョン・鍼灸スポーツ・口腔保健の 5 学科を置く看護学部や助産学の専攻科と看

護福祉学の大学院を備える大学 1 校があり、圏域内外から多くの学生が通学し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈図表１５　学校及び生徒・学生数の状況〉

学部 専攻科 研究科

玉名市 21 3,476 7 2,010 5 3,028 1 57 1 1,417 5 43

玉東町 2 304 1 138 0 0 0 0 0 0 0 0

和水町 5 416 2 217 0 0 0 0 0 0 0 0

南関町 4 404 1 253 1 40 0 0 0 0 0 0

圏域　計 32 4,600 11 2,618 6 3,068 1 57 1 1,417 5 43

　　出　展：文部科学省　「平成27年度学校基本調査」（平成27年5月1日現在）、九州看護福祉大学HP（平成28年5月1日現在）

（単位：校、人）

高　校 専修学校 大　学

校数 人数 校数校数 人数 校数

小学校 中学校

人数 人数 校数
人数

〈図表１６　圏域の学校及び児童・生徒数の推移〉
（単位：校、人）

校数 児童数 校数 生徒数

平成18年 35 5,729 10 3,098

平成19年 35 5,530 10 3,078

平成20年 35 5,418 10 3,059

平成21年 35 5,282 10 2,966

平成22年 35 5,118 10 2,860

平成23年 35 4,990 11 2,796

平成24年 35 4,872 11 2,731

平成25年 35 4,766 11 2,718

平成26年 32 4,695 11 2,665

平成27年 32 4,600 11 2,618

　　出　展：文部科学省　「学校基本調査」（各年度5月1日現在）

小学校 中学校　　　　　　　区分

年度
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⑤ 商業 

 

 

 

⑥ 文化・教養 

 

 

 

⑦ スポーツ 

 

 
  

圏域内の大店立地法届出状況（H28 年 1 月現在）を整理して掲載 

圏域内の文化・教養施設（図書館、公民館、博物館等）の集積状況を整理して掲載 

圏域内のスポーツ施設の集積状況を整理して掲載 
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３ 圏域の将来像 

玉名市と玉東町、和水町及び南関町で形成する「玉名圏域定住自立圏」は、従来か

ら文化、教育、社会経済等の様々な面において地域間に深い繋がりを有しており、近

年のモータリゼーションの発展等による住民の日常生活圏の拡がりにより、その結び

つきはますます強くなってきています。 

このような中、我が国は、少子高齢化の進展とともに本格的な人口減少社会を迎え、

地方圏のみならず三大都市圏の人口も減少していく「過密なき過疎」の時代が到来す

ることが予想され、地方圏の将来は極めて厳しい情勢におかれています。 

本圏域についても、2013年（平成25年）3月に国立社会保障・人口問題研究所が公

表した「日本の地域別将来推計人口」によると、2010年（平成22年）国勢調査の圏

域人口96,906人に対して2040年には69,450人と、実に30年間で27,456人もの人口が

減少すると推計されています。 

本圏域を構成する市町は、圏域住民が日常生活圏を共有していることを踏まえ、お

互いの独自性を尊重するとともに、それぞれが役割を分担し連携を図りながら、将来

にわたって住み続けるために必要な都市機能や生活機能を確保・充実することで地域

の活性化に努めることが求められています。 

そこで、圏域の有する「山」、「川」、「海」などの美しく豊かな自然環境で育ま

れた農林水産業や多様な観光資源などの地域資源・特性や、九州新幹線や九州自動車

道など圏域の経済・産業の発展を支える高速交通網を活かしながら、暮らしに欠かす

ことのできない医療・福祉・教育などの生活機能や圏域内外を結ぶ道路・公共交通な

どのネットワーク機能について、中心市と関係町との連携によって強化し、圏域から

の人口流出の抑制や人・モノの交流を促進し、圏域の一体的な発展を目指します。 

また、圏域の中長期的な将来人口については、玉名圏域定住自立圏の取組の結果

実現する将来像のもとで、2040年に79,000人を、そして2060年に70,000人の維持を

目標に、高齢者はもとより子育て世代の若者など全ての住民が、“ずっと住み続けた

くなる地域”、“元気に安心して暮らすことができる地域”、“愛着と誇りを持てる自立

した地域”を創造します。 
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４ 定住自立圏共生ビジョンの期間 

本共生ビジョンで示す将来像の実現に向けた具体的取組の期間は、平成29年度から

平成33年度までの5年間とし、毎年度、所要の見直しを行うものとします。 

 

 

 

５ 定住自立圏共生ビジョンの進捗管理 

本共生ビジョンは、策定後、定期的に具体的取組の進捗状況を把握するとともに、

取組の点検・評価を行い、その結果を反映させていく循環型マネジメントサイクル（Ｐ

ＤＣＡサイクル）に基づき、毎年度必要に応じて見直しを行います。 

また、本共生ビジョンの期間が満了する際は、実施した具体的取組に係る事業の効

果などの進捗管理を玉名圏域定住自立圏共生ビジョン懇談会において、設定した成果

指標等の達成状況等を基に検証するものとします。 

さらに、検証の結果を踏まえて、次期の共生ビジョンを策定するものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

ＰｌａｎＰｌａｎＰｌａｎＰｌａｎ（（（（計画計画計画計画））））    

玉名市圏域定住自立圏推進会議

で共生ビジョンの修正・策定 

ＤｏＤｏＤｏＤｏ（（（（実行実行実行実行））））    

構成市町等による具体的取組の

実施 

ＡｃｔｉｏｎＡｃｔｉｏｎＡｃｔｉｏｎＡｃｔｉｏｎ（（（（改善改善改善改善）    

構成市町による点検・評価を踏ま

えた共生ビジョンの見直し 

ＣｈｅｃｋＣｈｅｃｋＣｈｅｃｋＣｈｅｃｋ（（（（検証検証検証検証））））    

玉名圏域定住自立圏共生ビジョ

ン懇談会や構成市町で点検・評価 

ＰＤＣＡサイクルＰＤＣＡサイクルＰＤＣＡサイクルＰＤＣＡサイクル 



21212121    

 

６ 定住自立圏形成協定に基づく具体的取組 

 

※ 概算事業費において、「０」は事業費が不要な場合を、「未定」は策定時は事業費が分からない

場合を、「―」は事業費の算定が困難な場合を表します。 

 

１ 生活機能の強化に係る政策分野 

１-１ 医療 

取組項目 ①乳幼児健診に従事する専門医の確保と健診の質の向上 関係市町 

協定書の 

内 容 

乳幼児健診に携わる小児科医が不足している現状を解決

するため連携して小児科医の確保に取り組む。 

また、健診従事者の研修等健診の質の向上に資する施策

に取り組む。  

玉
名

市
 

玉
東

町
 

和
水

町
 

南
関

町
 

 

事業名 

【番号 1‐1‐①‐1】 関係市町 

乳幼児健診従事者研修会 
○ ○ ○ ○ 

事業概要 

乳幼児健診の質の向上のため、乳幼児健診従事者保健師を対象に
した研修を行う。 
保健師を対象に玉名地域医療センターから講師を招いた研修会
を実施するほか、健診従事医師を対象にした研修も検討してい
く。 

玉
名

市
 

玉
東

町
 

和
水

町
 

南
関

町
 

甲 乙 

役割分担 
甲の役割 乙と連携して事業を実施するとともに、必要な経費を負担する。 

乙の役割 甲と連携して事業を実施するとともに、必要な経費を負担する。 

概算事業費 
（千円） 

H２９年度 H３０年度 H３１年度 H３２年度 H３３年度 計 

15 15 15 15 15 75 

 

玉名市 8 8 8 8 8 40 

玉東町 2 2 2 2 2 10 

和水町 3 3 3 3 3 15 

南関町 2 2 2 2 2 10 

補助制度等  

関係市町の負
担の考え方 

事業の実施に係る経費は、甲乙の保健師数に応じた負担とする。 

実
施

期
間

 

取組内容 H２９年度 H３０年度 H３１年度 H３２年度 H３３年度 

事業実施      
      
      
      

 

重要業績評価指数 
（ＫＰＩ） 

指標 
現状値 

（調査時点） 
目標値 

（達成年度） 

 
 

（Ｈ 年） 
 

（Ｈ 年） 
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取組項目 ②予防接種業務の連携 関係市町 

協定書の 

内 容 

予防接種事務の円滑化・適正化を目的とした担当者会議

を行い、制度変更への対応や接種率向上に向けた取組を連

携して行う。 

 
玉

名
市
 

玉
東

町
 

和
水

町
 

南
関

町
 

 

 

１-２ 福祉 

取組項目 ①子育て環境の充実 関係市町 

協定書の 

内 容 

圏域において、子育て家庭に安心して子どもを育てる環

境を創るために、相互利用が可能な事業について広域利用

の推進を図る。 

また、圏域内で子育て関係の人材育成や子育て関係機関

のネットワーク化等に取り組む。 

玉
名

市
 

玉
東

町
 

和
水

町
 

南
関

町
 

 

 

取組項目 ②地域包括ケアの充実 関係市町 

協定書の 

内 容 

認知症施策の向上や医療介護連携の体制整備を促進する

ための調査・研究を行う協議会を設け、地域包括ケアの充

実に資する取組を推進する。 

 

玉
名

市
 

玉
東

町
 

和
水

町
 

南
関

町
 

 

 

１-３ 教育 

取組項目 ①圏域内の図書館の相互利用 関係市町 

協定書の 

内 容 

圏域内の図書館における相互利用を図り、圏域住民の教

養の向上に取り組む。 

 
 

玉
名

市
 

玉
東

町
 

和
水

町
 

南
関

町
 

 

 

１-４ 産業振興 

取組項目 ①新規就農希望者への支援 関係市町 

協定書の 

内 容 

圏域内における新規就農希望者への支援に取り組む。 

 
 
 

玉
名

市
 

玉
東

町
 

和
水

町
 

南
関

町
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取組項目 ②農林水産業に被害を及ぼす有害鳥獣の捕獲及び情報共有 関係市町 

協定書の 

内 容 

各地区での対策に加え、圏域で連携して農林水産物に被

害を及ぼす鳥獣の捕獲や被害防止対策に取り組む。 

また併せて、捕獲された鳥獣の処置に係る対策について

の調査及び研究を行う。 

玉
名

市
 

玉
東

町
 

和
水

町
 

南
関

町
 

 

 

取組項目 ③圏域地場企業への就労支援 関係市町 

協定書の 

内 容 

地元での就職を望む圏域住民等に対して、圏域内の地場

企業を知る機会を提供するなど、連携して就労機会の創出

を図るとともに、圏域内における就労を推進する。 

 

玉
名

市
 

玉
東

町
 

和
水

町
 

南
関

町
 

 

 

１-５ その他 

取組項目取組項目取組項目取組項目    ①消費生活相談窓口の体制整備 関係市町関係市町関係市町関係市町    

協定書協定書協定書協定書のののの    

内内内内    容容容容    

圏域における消費生活に関する安心・安全を確保し、圏

域内での消費生活相談が円滑に実施できるよう、消費者行

政等の情報交換を行い、相談（職）員の資質向上を図る。 

 

玉
名

市
 

玉
東

町
 

和
水

町
 

南
関

町
 

 

 

２ 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

２-１ 交通インフラの整備 

取組項目取組項目取組項目取組項目    ①有明海沿岸道路の早期整備促進 関係市町関係市町関係市町関係市町    

協定書協定書協定書協定書のののの    

内内内内    容容容容    

圏域外から玉名圏域への観光や物流に大きな影響がある

と思われる「有明海沿岸道路」の全線開通に向けた諸要望

活動を実施する。 

 

玉
名

市
 

玉
東

町
 

和
水

町
 

南
関

町
 

 

 

取組項目 ②広域の道路整備促進 関係市町 

協定書の 

内 容 

住民生活の利便性向上に関連する道路整備を計画・実施

する。 

 
 

玉
名

市
 

玉
東

町
 

和
水

町
 

南
関

町
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２-２ 地域公共交通 

取組項目 ①公共交通の維持、利便性向上及び活性化 関係市町 

協定書の 

内 容 

持続可能な地域公共交通網の形成に向けた基幹公共交通

の機能強化や利便性の向上及び活性化のための取組や課題

を調査・検討・実施する。 

 

玉
名

市
 

玉
東

町
 

和
水

町
 

南
関

町
 

 

 

２-３ 圏域内外の住民との交流及び移住の促進 

取組項目 ①移住定住の促進 関係市町 

協定書の 

内 容 

圏域への移住・定住を促進するため、連携して取組を行

い、都市部等へ圏域の魅力を情報発信する。 

 
 

玉
名

市
 

玉
東

町
 

和
水

町
 

南
関

町
 

 

 

取組項目 ②空き家バンク制度等の圏域活用 関係市町 

協定書の 

内 容 

圏外からの移住・定住希望者の多様な居住環境の要望に

迅速に対応するために、連携近隣自治体間で空き家情報等

を共有した上で、希望者に情報提供する。 

 

玉
名

市
 

玉
東

町
 

和
水

町
 

南
関

町
 

 

 

２-４ 観光等の推進 

取組項目 ①着地型プログラムの形成 関係市町 

協定書の 

内 容 

圏域の豊かな交流資源の保全と活用を目指し、「滞在型

観光」のプログラムを作成し、観光客等の誘致を図る。 

 
 

玉
名

市
 

玉
東

町
 

和
水

町
 

南
関

町
 

 

 

取組項目 ②スポーツ合宿等の共同誘致・開催 関係市町 

協定書の 

内 容 

圏外の趣味の範囲でスポーツ等競技を行う団体の合宿等

の受入環境整備及び誘致活動を行う。 

 
 

玉
名

市
 

玉
東

町
 

和
水

町
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取組項目 ③物産館ネットワークの構築 関係市町 

協定書の 

内 容 

玉名地域の特産品の認知度向上や販路拡大につながる

取組について、物産館間における意見交換会等の開催を支

援する。 

 

玉
名

市
 

 

和
水

町
 

 

 

 

３ 圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

３-１ 圏域内における人材育成 

取組項目 ①自治体職員合同研修会の実施 関係市町 

協定書の 

内 容 

圏域内自治体職員の資質向上を図るため、合同での職員

研修を行う。 

 
 

玉
名

市
 

玉
東

町
 

和
水

町
 

南
関

町
 

 

 

３-２ その他 

取組項目 
①行政不服審査における審査請求に係る第三者機関の共

同設置に向けた調査研究事業 
関係市町 

協定書の 

内 容 

行政不服審査における審査請求に係る第三者機関の、将

来的な共同設置に向けた調査及び研究を行う。 

 
 

玉
名

市
 

玉
東

町
 

和
水

町
 

南
関

町
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７ 資料 

 

（１）玉名圏域定住自立圏形成の経緯 

 

 

（２）玉名圏域定住自立圏形成ビジョン懇談会委員名簿 

 

 

（３）玉名圏域定住自立圏形成会議規約 

 

 

（４）玉名圏域定住自立圏形成会議推進体制 

 

 

（５）中心市宣言 

 

 

（６）玉名圏域定住自立圏形成協定書 

 

 


